
神
奈
川
県
の
中
心
で
あ
る
横
浜
市
は
、
開
港
後
開
か
れ
た
歴
史
の
浅
い
都
市
で
あ
る
。
し
か
も
こ
こ
は
関
東
大
震
災
と
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
戦
禍
を
蒙
っ
た
た
め
、
大
切
な
資
料
の
大
部
分
を
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
公
文
書
館
も
無
い
し
、
県
市
の
公
共
施
設
、
公
立
図
書
館
や
資
料

室
に
も
過
去
の
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。
昭
和
五
十
六
年
六
月
二
日
横
浜
開
港
記
念
日
に
旧
英
国
領
事
館
を
改
造
、
開
館
し
た
「
横
浜
開
港
資

料
館
」
は
着
々
整
備
が
整
っ
て
き
た
唯
一
の
資
料
館
と
い
え
る
。

時
お
り
旧
家
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
る
古
文
書
、
日
記
類
は
数
は
少
な
い
が
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

（
一
）

日
本
に
初
め
て
コ
レ
ラ
が
侵
入
し
た
の
は
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
の
夏
で
あ
っ
た
。
中
国
、
朝
鮮
か
ら
侵
入
、
対
馬
、
下
関
を
通
っ
て
萩
、

広
島
か
ら
関
西
方
面
に
流
行
し
た
。
更
に
東
海
道
を
東
に
向
か
っ
た
が
、
箱
根
の
手
前
で
く
い
止
め
ら
れ
、
神
奈
川
、
江
戸
に
は
侵
入
し
な
か

つ

、

ヂ声
ノー

C

前
回
の
流
行
よ
り
三
十
六
年
後
の
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
、
我
が
国
は
第
二
回
目
の
コ
レ
ラ
流
行
に
見
舞
わ
れ
た
。
上
海
に
寄
港
し
た
の
ち

安
政
五
年
の
コ
レ
ラ

文
政
五
年
の
コ
レ
ラ

神
奈
川
の
コ
レ
ラ

和
曜
唾
嚥
讓
一
弄
醗
第
澆
平
成
三
年
七
月
二
十
四
日
受
付

大
滝

紀

雄
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「
此
節
当
駅
浜
宿
に
て
五
七
日
之
内
二
十
余
人
死
ス
其
病
先
両
足
倦
怠
暫
而
痛
甚
忽
吐
潟
十
余
行
未
止
腹
痛
衝
心
而
死
ス
始
医
之
誤
治
と

思
ひ
し
に
皆
同
病
に
て
死
ス
」
。
同
月
十
日
の
記
事
は
、
「
小
田
原
大
多
死
原
吉
原
蒲
原
三
宿
継
立
不
相
成
程
多
死
ス
」

安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
は
神
奈
川
県
で
も
椙
淑
を
極
め
た
が
、
江
戸
で
の
発
生
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
情
報
源
の
相
違
に
よ
り

（
四
）
（
五
）

種
々
の
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
信
頼
性
は
少
な
い
。
酒
井
、
山
本
に
よ
れ
ば
、
「
一
レ
ラ
患
者
発
生
数
は
約
六
万
、
死
者
数
は
約
三
万
人
と

（
一
ハ
）

推
定
さ
れ
る
。
『
武
江
年
表
』
に
よ
れ
ば
、
同
年
八
、
九
月
の
死
者
二
万
八
千
余
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。

森
鴎
外
の
歴
史
小
説
『
渋
江
抽
斎
』
そ
の
五
二
、
五
三
を
読
む
と
、
抽
斎
が
死
ん
だ
の
は
、
安
政
五
年
八
月
二
十
九
日
早
朝
、
コ
レ
ラ
流
行

の
最
中
で
、
年
は
五
十
四
歳
、
症
状
は
胃
腸
障
害
、
発
病
後
数
日
の
あ
っ
け
な
い
死
で
あ
っ
た
。
コ
レ
ラ
と
し
て
も
当
然
で
あ
る
。

翌
一
八
五
九
年
か
ら
一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
ま
で
コ
レ
ラ
の
発
生
が
見
ら
れ
、
多
く
の
人
が
死
亡
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
一
八
七
七
（
明
治

十
）
年
ま
で
の
約
十
五
年
間
は
、
コ
レ
ラ
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
厚
生
省
医
務
局
編
集
の
『
医
制
百
年
史
』
に

（
七
）

も
明
治
九
年
以
前
の
伝
染
病
発
生
者
数
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
エ
ル
ト
リ
ッ
ジ
の
横
浜
の
西
欧
居
留
民
の
疾
病
に
関
す
る
記
録
（
一
八
六
八
’

一
八
七
六
）
を
見
て
も
他
の
伝
染
病
の
記
載
は
あ
る
が
、
コ
レ
ラ
の
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
八
）
（
九
）

明
治
十
年
以
降
の
国
内
コ
レ
ラ
患
者
数
と
死
者
数
を
、
厚
生
省
の
統
計
に
よ
っ
て
記
す
。
括
孤
内
は
横
浜
市
の
患
者
数
と
死
者
数
で
あ
る
。

年
八
月
十
八
日
、
片

二
）
年
か
ら
一
八
六
（

う
に
記
さ
れ
て
い
る
↑

長
崎
へ
入
港
し
た
米
艦
、
、
、
シ
シ
ッ
ピ
ー
号
が
「
一
レ
ラ
患
者
を
乗
船
さ
せ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
長
崎
で
は
ボ
ン
。
ヘ
が
活
躍
中
で
、
コ
レ
ラ
対
策
に

応
じ
た
。
ボ
ン
。
ヘ
に
対
応
し
て
大
阪
の
適
塾
で
は
、
緒
方
洪
庵
が
『
虎
狼
痢
治
準
』
一
○
○
部
を
印
刷
し
て
配
布
し
た
。
初
発
か
ら
二
カ
月
後

応
じ
た
。
ボ
ン
。
ヘ
に
対
｛

に
は
江
戸
に
侵
入
し
た
。

（
一
一
）

神
奈
川
県
で
は
旧
暦
八
月
上
旬
か
ら
九
月
中
旬
に
か
け
て
「
一
レ
ラ
の
大
流
行
を
見
た
。
藤
沢
市
文
書
館
提
供
の
古
文
書
に
よ
る
と
、
安
政
五

八
月
十
八
日
、
片
瀬
村
名
主
庄
太
郎
の
名
で
、
一
‐
悪
病
流
行
付
達
」
で
コ
レ
ラ
流
行
の
第
一
報
ほ
か
の
記
事
が
出
て
い
る
。
一
八
四
九
（
嘉
永

（
一
二
）

）
年
か
ら
一
八
六
○
（
安
政
七
）
年
ま
で
神
奈
川
宿
に
住
ん
だ
医
師
佐
藤
汝
栖
の
『
金
川
日
記
』
の
安
政
五
年
八
月
朔
日
の
記
事
に
は
次
の
よ
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（
一
○
）

明
治
十
年
の
一
一
レ
ラ
は
九
月
に
始
ま
っ
た
。
山
本
に
よ
れ
ば
、
流
行
経
路
と
し
て
ば
横
浜
系
統
、
長
崎
系
統
（
初
発
患
者
は
九
月
六
日
）
お
よ
び

軍
隊
系
統
（
初
発
は
九
月
中
旬
）
の
三
系
統
に
大
別
さ
れ
る
。
最
後
の
軍
隊
系
統
と
い
う
の
は
た
ま
た
ま
こ
の
年
九
月
に
西
南
戦
争
が
終
わ
り
、

征
討
軍
が
中
央
へ
凱
旋
す
る
に
伴
っ
て
、
コ
レ
ラ
伝
播
が
著
し
く
促
進
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
横
浜
の
初
発
患
者
は
九
月
五
日

居
留
地
三
番
館
米
国
製
茶
会
社
（
ウ
ォ
ル
シ
ュ
・
ホ
ー
ル
）
の
従
業
員
二
名
で
あ
っ
た
。
病
源
は
ア
モ
イ
か
ら
輸
入
し
た
物
品
が
コ
レ
ラ
に
伝
染

（
一
一
）

し
て
い
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
横
浜
毎
日
新
聞
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
初
発
患
者
は
間
も
な
く
死
亡
、
さ
ら
に
同
業
者
一
三
人
が
発
病
、
原
因

は
同
館
の
便
所
の
そ
ば
の
汚
染
さ
れ
た
水
を
飲
ん
だ
た
め
と
見
ら
れ
、
た
だ
ち
に
水
の
使
用
を
禁
じ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
患
者

年

一
八
七
七

一
八
七
九

一
八
八
一

一
八
八
二

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
九
○

一
八
九
一

一
八
九
五

一
九
○
二

一
‐
九
一
六

一
九
四
六

明
治
十
年
の
コ
レ
ラ

次明
治
十

〃
十
二

〃
十
四

〃
十
五

〃
十
八

〃
十
九

″
二
十
‐
三

″
二
十
四

″
二
十
‐
八

〃
三
十
五

大
正
五

昭
和
二
十
一

一
一
一
一
、

一
一
ハ
〈
一
一
、

？
Ｉ
Ｕ
、

ユ
ノ

一
五
一
、

一
一
一
一
、

一
五
一
ユ
、

四
六
、

一
一
、

五
五
、

一
一
一
、

一
（
〕
、

一
、

患
者

八
一
六

八
三
七

三
八
，
兀

一
ハ
一
二
一

八
二
四

九
二
三

○
一
九

一
四
二

一
四
四

八
九
一

三
七
一

二
四
五

（
一
二
、

（（ ヘヘ

ー数
、

へ

、

三

九
一

一
二
八
）

八
一
二
）

六

九八○
○六セ
ンンー

死
者
数

八
、
○
二
七
（

一
○
五
、
七
八
六
（

六
、
二
三
七

三
三
、
七
八
四
（
一
、

九
、
三
二
九

一
○
八
、
四
○
五
（
二
、

三
五
、
二
二
七
（

七
、
七
六
○
（

四
○
、
一
五
四

八
、
○
一
二

七
、
四
八
二

五
六
○

二
一
○
）

五
五
九
）

六
五
）

、
）
二
〔
）
）

r_ﾛｰ

ﾉ 、 ノ 、

三三

八芥
し

rワ、
、jノ

７



し
か
し
こ
の
時
期
に
は
未
だ
避
病
院
（
伝
染
病
院
）
は
実
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
野
毛
の
十
全
医
院
が
、
『
一
レ
ラ
患
者
を
一
手
に
引
き
受
け
る

形
と
な
っ
た
。
そ
し
て
米
医
，
。
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
の
活
躍
が
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
た
。
彼
は
開
業
医
た
ち
を
も
集
め
て
予
防
と
治
療
を
指
導

し
、
消
毒
に
は
石
炭
酸
を
用
い
た
。
石
炭
酸
の
需
要
は
急
上
昇
、
価
格
も
半
月
ほ
ど
の
間
に
約
三
倍
に
な
っ
た
こ
と
が
、
毎
日
新
聞
九
月
二
十

一
日
の
記
事
「
石
炭
酸
は
こ
れ
ま
で
七
七
、
八
銭
な
り
し
が
流
行
病
以
来
三
円
五
十
銭
に
騰
貴
せ
り
」
の
記
事
か
ら
伺
え
る
。
な
お
同
日
の
記

事
に
流
行
時
は
当
分
の
間
、
芝
居
見
物
、
寄
席
、
辻
講
談
禁
止
の
通
達
が
神
奈
川
県
権
令
野
村
靖
の
名
で
出
て
い
る
。
さ
ら
に
通
達
は
続
く

○
虎
列
刺
予
防
ノ
為
メ
該
病
患
者
或
〈
死
亡
者
ア
ル
家
〈
左
ノ
雛
形
ノ
通
掲
示
致
シ
：
。
：
．
…
此
旨
相
達
候
事

○
第
一
号
患
者
ノ
家
二
掲
グ
ル
素
文

時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
一
一
一
）

発
生
状
況
も
毎
日
新
聞
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
横
浜
で
は
九
月
十
二
、
三
日
頃
か
ら
ち
ら
ち
ら
と
虎
狼
痢
（
コ
レ
ラ
）
病
の
き
ざ
し
が
現
れ
、
戸

部
町
、
伊
勢
町
、
伊
勢
山
、
桜
木
町
に
流
行
し
、
十
五
日
に
は
桜
木
町
の
女
性
が
午
前
十
時
こ
ろ
発
病
し
、
午
後
八
時
に
死
亡
し
た
。
伊
勢
町

で
は
二
十
歳
と
八
歳
と
三
歳
の
女
性
が
伝
染
し
、
姉
二
人
は
即
時
死
亡
、
末
娘
は
十
全
医
院
に
入
院
し
た
。
そ
の
後
横
浜
市
内
の
コ
レ
ラ
患
者

数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
十
一
月
十
一
日
ま
で
に
一
、
一
二
八
名
に
達
し
た
。

（
一
二
一
）

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
明
治
十
年
八
月
二
十
七
日
、
内
務
省
達
乙
第
七
九
号
で
「
虎
列
刺
（
コ
レ
ラ
）
予
防
法
心
得
」
が
発
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
検
疫
、
避
病
院
、
隔
離
、
発
生
の
届
け
出
、
死
者
埋
葬
の
こ
と
な
ど
二
四
項
目
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
記
さ
れ
て

い
る
。
内
務
省
達
の
出
た
八
月
二
十
七
日
は
こ
の
年
の
コ
レ
ラ
初
発
患
者
の
出
る
ほ
ん
の
数
日
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
日
本
で
は

十
五
年
近
く
も
「
一
レ
ラ
の
発
生
を
見
な
か
っ
た
が
、
南
ア
ジ
ア
、
中
国
な
ど
の
状
況
か
ら
染
て
、
日
本
侵
入
間
違
い
な
い
と
見
た
内
務
省
は
か

な
り
突
っ
込
ん
だ
通
達
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
心
得
」
が
あ
る
程
度
役
だ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
と
い
う
の
は
九
月
と
十
月
の
横
浜

毎
日
新
聞
は
コ
レ
ラ
記
事
の
な
い
日
が
殆
ど
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
「
心
得
」
は
九
月
四
日
、
五
日
、
六
日
、
七
日
、
八
日
と
連
載
さ
れ
、
付

録
の
消
毒
其
方
法
と
吐
濤
物
洗
浄
法
が
続
く
。
既
述
の
通
り
、
実
際
の
流
行
を
見
た
の
が
九
月
五
日
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
掲
載
は
誠
に
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さ
れ
た
。

明
治
十
年
コ
レ
ラ
流
行
時
、
横
浜
に
避
病
院
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
流
行
が
避
病
院
開
設
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
横
浜
毎

（
一
五
）

日
新
聞
、
『
横
浜
疫
病
史
』
を
参
考
と
す
る
。
初
発
患
者
か
ら
約
二
週
間
後
の
九
月
十
九
日
太
田
避
病
院
が
開
院
し
た
。
敷
地
は
数
百
坪
、
場

所
は
太
田
村
字
西
中
、
現
在
の
三
春
台
付
近
と
す
れ
ば
、
野
毛
山
の
十
全
医
院
よ
り
徒
歩
二
十
分
位
の
地
点
で
あ
る
。
東
京
の
駒
込
病
院
の
開

院
が
同
年
十
月
三
日
と
い
う
か
ら
、
横
浜
の
伝
染
病
院
は
日
本
最
初
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
病
院
は
本
格
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、
十
全
医
院
に
入
り
き
れ
な
い
か
な
り
の
患
者
が
入
院
し
た
ら
し
い
。
二
ヵ
月
ほ
ど
で
コ
レ
ラ
も
下
火
に
な
っ
た
の
で
、
十
一
月
に
は
閉
院

し
た
が
、
建
物
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
残
し
、
一
旦
有
事
の
際
に
は
、
使
用
可
能
と
し
て
お
い
た
。

明
治
十
二
年
は
表
の
よ
う
に
コ
レ
ラ
の
大
流
行
を
見
た
。
初
発
は
愛
媛
県
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
夏
に
は
横
浜
で
も
多
発
し
た
。
同
年
八
月

四
日
横
浜
区
和
泉
町
（
現
在
の
南
区
浦
舟
町
、
横
浜
市
大
病
院
の
あ
っ
た
付
近
）
に
避
病
院
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
新
築
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
太

田
避
病
院
が
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
太
田
避
病
院
の
患
者
が
移
さ
れ
、
太
田
避
病
院
は
こ
れ
を
機
会
に
廃
止
し
た
。
新
病
院
の
院
長
は
宮

此
家
に
こ
ろ
り
病
者
あ
り
無
用
の
も
の
ゑ
だ
り
に
出
入
す
べ
か
ら
ず

明
治
十
年
月
日
神
奈
川
県

○
第
二
号
死
亡
者
ノ
家
二
掲
グ
ル
素
文

此
家
に
こ
ろ
り
病
死
人
あ
り
今
幾
日
よ
り
十
五
日
間
無
用
の
も
の
出
入
り
す
べ
か
ら
ず

明
治
十
年
月

し
か
し
こ
れ
ら
の

（
一
四
）

シ
モ
ン
ズ
と
『
｜
レ
ラ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
荒
井
の
文
献
に
詳
し
い
。

横
浜
の
伝
染
病
院
の
始
ま
り
と
検
疫
所
の
始
ま
り

日
「
病
名
票
」

や
「
死
亡
者
票
」
を
拒
否
す
る
も
の
が
多
く
、
か
え
っ
て
逆
効
果
が
あ
っ
た
た
め
数
年
で
貼
付
施
行
は
停
止

（9）9



（
一
し
］
）

な
お
船
舶
の
検
疫
体
制
と
し
て
、
明
治
十
二
年
七
月
一
日
と
七
月
八
日
の
対
策
記
事
が
あ
る
の
で
記
載
し
て
お
く
。

七
月
一
日
《
国
内
検
疫
が
強
化
さ
れ
、
コ
レ
ラ
流
行
地
方
か
ら
東
京
港
に
入
港
す
る
船
舶
に
対
し
て
は
、
も
れ
な
く
船
中
を
調
査
し
、
感
染

者
が
あ
る
か
、
す
で
に
患
者
が
あ
っ
て
死
去
し
現
に
葬
儀
を
行
っ
た
か
、
あ
る
い
は
患
者
を
上
陸
さ
せ
た
か
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
一
日
一
感
染

者
の
あ
っ
た
船
舶
は
た
だ
ち
に
神
奈
川
県
下
横
須
賀
町
長
浦
に
設
置
し
た
消
毒
所
に
回
漕
さ
せ
、
消
毒
法
の
実
施
を
命
じ
た
後
証
明
書
を
交
付

し
、
も
し
現
在
患
者
が
あ
れ
ば
避
病
院
に
送
付
し
て
「
コ
レ
ラ
予
防
規
則
」
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

七
月
八
日
》
内
務
省
は
神
奈
川
県
に
対
し
て
、
「
｜
レ
ラ
流
行
地
を
経
て
き
た
船
舶
は
、
県
下
長
浦
に
お
い
て
十
日
間
停
泊
さ
せ
、
検
疫
委
員

が
検
査
し
て
航
海
中
患
者
の
な
か
っ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
有
病
の
港
を
発
し
た
日
よ
り
算
え
て
七
日
経
過
し
た
後
に
初
め
て
入
港
を
許
す
こ

と
に
し
た
。

の
事
務
は
す
べ
て
税
関
に
移
管
坐

（
一
一
ハ
）

検
疫
所
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

明
治
十
年
、
内
務
省
は
コ
レ
ラ
予
防
法
心
得
を
出
し
た
が
、
伝
染
病
予
防
規
則
を
速
や
か
に
制
定
す
る
必
要
を
感
じ
、
こ
れ
を
起
草
し
て
太

政
官
に
上
申
し
た
が
、
ま
だ
発
令
を
見
な
い
う
ち
に
明
治
十
二
年
コ
レ
ラ
の
大
流
行
を
見
た
の
で
、
コ
レ
ラ
に
関
す
る
部
分
だ
け
を
抜
粋
し
て

明
治
十
二
年
六
月
二
十
八
日
コ
レ
ラ
予
防
法
規
則
を
交
付
し
た
。
こ
れ
が
我
が
国
最
初
の
伝
染
病
予
防
法
で
あ
っ
た
。

検
疫
所
の
歴
史
と
し
て
は
、
明
治
十
二
年
七
月
コ
レ
ラ
の
蔓
延
を
防
止
す
る
た
め
、
神
奈
川
県
に
地
方
防
疫
局
が
設
置
さ
れ
、
同
年
九
月
そ

の
現
業
機
関
と
し
て
「
長
浦
消
毒
所
」
が
神
奈
川
県
三
浦
郡
長
浦
（
横
須
賀
市
長
浦
）
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
横
浜
防
疫
所
の
前
身
で
あ
る
。

明
治
二
十
八
年
に
は
現
在
の
横
浜
市
金
沢
区
長
浜
に
移
転
、
「
長
浜
検
疫
所
」
と
な
っ
た
。
大
正
十
三
年
税
関
官
制
の
改
正
に
よ
り
、
港
湾
部

の
事
務
は
す
べ
て
税
関
に
移
管
さ
れ
、
検
疫
業
務
も
横
浜
税
関
海
務
部
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
横
浜
第
二
港
湾
合
同
庁
舎
の
横
浜

島
義
信
で
、
英
医
ゥ
イ
ラ
ー
や
米
医
シ
モ
ン
ズ
も
交
替
で
出
張
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
和
泉
町
避
病
院
は
前
回
の
病
院
と
較
べ
る
と
は
る
か

に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
コ
レ
ラ
関
係
だ
け
の
法
令
で
も
枚
挙
に
暹
の
な
い
ほ
ど
だ
が
、
重
要
な
も
の
の
い
く
つ
か
を
『
医
制
百
年
史
・
資
料
編
』
よ
り
抜
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粋
す
る
（虎

列
刺
予
防
法
心
得
明
、
・
８
．
幻

避
病
院
仮
規
則
明
皿
・
皿
・
６

虎
列
刺
病
予
防
仮
規
則
明
哩
・
６
．
”

海
港
虎
列
刺
病
伝
染
予
防
規
則
明
廻
・
７
．
型

検
疫
停
船
規
則
明
哩
・
７
．
虹

伝
染
病
予
防
規
則
明
過
・
７
．
９

伝
染
病
予
防
法
心
得
書
（
抄
）
明
過
・
９
．
，

虎
列
刺
病
流
行
地
方
ヨ
リ
来
ル
船
舶
検
査
規
則
明
巧
・
６
．
認

伝
染
病
予
防
法
上
必
要
諸
費
一
一
関
ス
ル
件
明
”
・
２
．
８

伝
染
病
予
防
法
明
鋤
・
４
．
１

海
港
検
疫
法
明
記
・
６
．
２

コ
レ
ラ
が
流
行
す
る
度
に
、
錦
絵
や
ち
ら
し
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
も
見
逃
し
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
民
間
人
に
た
い
す
る
啓

蒙
、
流
行
病
指
導
の
指
針
と
見
れ
ば
、
当
時
の
医
療
水
準
を
知
る
好
資
料
と
も
な
る
。
明
治
十
二
年
八
月
、
銀
座
精
錆
水
本
舗
の
岸
田
吟
香
が

（
一
八
）

文
章
を
書
き
、
安
達
吟
光
が
描
い
た
「
「
｜
レ
ラ
病
予
防
の
心
得
」
と
い
う
錦
絵
を
見
る
と
、
夫
婦
が
縁
台
で
安
全
な
食
物
を
食
べ
、
下
男
が
庭

で
打
ち
水
を
し
て
消
毒
を
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。
文
章
の
大
意
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

コ
レ
ラ
は
一
人
の
患
者
か
ら
幾
万
人
に
も
拡
が
る
の
で
、
予
防
と
養
生
が
大
切
。
水
か
ら
伝
染
す
る
と
い
う
か
ら
、
患
家
付
近
の
水
は
絶
対

飲
ん
で
は
い
け
な
い
。
野
菜
も
魚
も
よ
く
煮
て
食
べ
る
こ
と
。
油
で
揚
げ
た
も
の
は
消
化
に
良
く
な
い
。
良
い
酒
は
少
し
ず
つ
飲
め
ば
か
え
っ

て
よ
ろ
し
い
。
家
の
掃
除
、
下
水
の
掃
除
、
便
所
の
掃
除
は
コ
レ
ラ
の
流
行
時
に
は
特
に
良
く
行
う
こ
と
。
そ
の
後
へ
防
臭
剤
を
撒
く
こ
と
。
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明
治
十
六
、
十
七
、
十
八
年
に
も
患
者
は
発
生
し
て
い
る
が
、
明
治
十
九
年
の
流
行
は
物
凄
く
、
横
浜
の
発
生
数
は
表
の
通
り
史
上
最
高
で

（
一
一
一
一
）

三
、
○
○
○
人
を
越
え
た
。
明
治
十
九
年
の
コ
レ
ラ
記
事
を
『
関
口
日
記
』
よ
り
抜
粋
す
る
。

－
ク
で
あ
っ
た
と
い
う
。
『
関
口
屍

（
一
一
一

と
思
わ
れ
る
記
事
を
『
関
口
日
記

五
月
廿
二
日
辛
酉
薄
晴

衣
服
を
た
び
た
び
洗
濯
し
て
毎
日
入
浴
す
る
こ
と
。
そ
の
他
は
政
府
の
指
示
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

全
国
で
一
六
万
人
以
上
の
患
者
を
出
し
た
明
治
十
二
年
の
「
一
レ
ラ
は
八
月
が
極
期
で
、
そ
の
後
減
少
、
十
二
月
に
は
激
減
し
た
。
明
治
十

（
一
九
）

三
、
十
四
年
も
散
発
的
な
流
行
を
見
た
が
、
明
治
十
五
年
に
は
、
横
浜
を
初
め
全
国
で
か
な
り
発
生
し
た
。
山
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
四
月
横

浜
に
突
然
侵
入
経
路
不
明
の
初
発
患
者
が
出
、
神
奈
川
県
下
で
発
生
が
続
き
、
や
が
て
全
国
に
波
及
し
た
。
こ
の
年
は
八
、
九
月
が
流
行
の
ピ

（
二
○
）

－
ク
で
あ
っ
た
と
い
う
。
『
関
口
日
記
』
の
医
療
部
分
に
つ
い
て
は
私
が
「
医
療
史
探
訪
』
に
解
説
し
て
お
い
た
が
、
明
治
十
五
年
の
コ
レ
ラ

（
一
一
一
）

と
思
わ
れ
る
記
事
を
『
関
口
日
記
』
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

木
村
祭
典
之
儀
本
年
〈
コ
レ
ラ
病
各
地
一
一
流
行
致
シ
夫
故
是
迄
延
引
二
相
成
候
居
候
処
本
日
鎮
守
一
一
湯
花
ヲ
上
ル

こ
れ
を
読
む
と
、
五
月
か
ら
九
月
ま
で
コ
レ
ラ
が
流
行
、
人
々
は
神
社
に
湯
花
を
奉
納
し
て
病
を
清
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

悪
疫
流
行
二
付
町
内
神
明
宮
へ
湯
花
ヲ
上
ル

七
月
廿
八
日
戊
辰
晴
天

午
前
よ
り
役
場
へ
集
会
コ
レ

八
月
十
五
日
丙
戌
晴
天

今
夜
本
宮
町
よ
り
疫
病
送
出
し
致
し
候

明
治
十
九
年
以
降
の
コ
レ
ラ
流
行

九
月
廿
六
日
戊
辰
薄
晴 レ

ラ
病
ノ
俵
ナ
リ
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い
ブ
旬
。

昨
夕
又
を
南
浜
山
崎
喜
三
郎
娘
「
一
レ
ラ
病
二
罹
リ
同
夜
死
去
夫
よ
り
隣
家
山
崎
銀
蔵
方
妹
モ
同
断
二
付
本
日
病
院
へ
入
ル

さ
ら
に
明
治
十
九
年
の
流
行
を
『
毎
日
新
聞
」
で
見
る
事
に
す
る
。
新
聞
の
呼
称
か
年
代
に
よ
っ
て
違
う
の
で
念
の
た
め
記
し
て
お
く
。

横
浜
毎
日
新
聞
明
治
四
年
～
明
治
十
二
年
十
一
月

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
明
治
十
二
年
十
二
月
～
明
治
十
九
年
四
月

毎
日
新
聞
明
治
十
九
年
五
月
～
明
治
三
十
九
年
六
月

東
京
毎
日
新
聞
明
治
三
十
九
年
七
月
以
降

明
治
十
九
年
に
は
六
月
に
コ
レ
ラ
患
者
が
発
生
、
花
咲
町
、
吉
田
町
な
ど
現
在
の
西
区
、
中
区
に
相
当
す
る
横
浜
の
中
心
地
か
ら
発
生
し
て

昨
夜
鶴
見
村
松
原
藤
吉
「
一
レ
ラ

セ
月
廿
一
日
壬
午
折
々
雨

出
見
世
お
の
ぶ
事
「
一
レ
ラ
病

七
月
廿
八
日
己
丑
晴
天

北
勘
次
郎
事
先
頃
よ
り
不
快
ノ
処
コ
レ
ラ
病
ノ
由
二
而
仮
病
院
へ
参
居
候
処
コ
レ
ラ
病
ノ
義
〈
消
口
由
二
付
退
院
候
由
二
候
得
共
前
前
ノ

昨
日
今
出
屋
九
蔵
娘
病
死
有
之
候
処
当
節
昭
知
事
コ
レ
ラ
病
流
行
二
付
…
：
．
…

出
見
世
お
の
ぶ
事
コ
レ
ラ
病
二
而
新
規
仮
病
院
へ
参
り
居
処
昨
夜
死
去
い
た
し
侯
由

七
月
廿
一
日
壬
午
折
々

一
一
レ
ラ
病
流
行
北
南
二
而
病

七
月
廿
七
日
戊
子
晴
天

七
月
八
日
己
巳

病
気
重
態
之
由

九
月
十
五
日

戊
寅

叩
病
人
有
之
候
一
一
付
町
内
江
滝
坂
不
動
尊
御
神
体
巡
回
有
之
候

レ
ラ
病
一
一
テ
死
亡
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○
有
志
の
義
損
金
が
約
五
、
○
○
○
円
に
達
し
た
。

八
月
一
日
付
け
に
は
コ
レ
ラ
騒
動
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

コ
レ
ラ
患
者
発
生
数
は
、
七
月
六
日
付
け
の
『
毎
日
』
に
は
、
花
咲
町
、
桜
木
町
、
蓬
莱
町
、
住
吉
町
、
福
富
町
、
羽
衣
町
、
野
毛
町
、
永

楽
町
、
長
者
町
、
真
砂
町
、
元
浜
町
な
ど
に
総
計
一
八
名
の
新
患
が
発
生
、
死
亡
者
一
五
名
と
記
さ
れ
て
い
る
。
八
月
五
日
付
け
、
す
な
わ
ち

八
月
三
日
の
患
者
数
は
横
浜
区
（
市
）
内
八
二
名
、
郡
部
（
神
奈
川
県
下
）
四
○
名
、
合
計
一
二
二
名
、
死
者
、
区
二
六
名
、
郡
部
ニ
ハ
名
、
合

計
四
二
名
で
、
一
日
の
死
者
と
し
て
は
最
高
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
１
わ
れ
る
。
八
月
十
八
日
付
け
で
は
、
区
内
三
八
名
、
郡
部
二
五
名

『
毎
日
』
七
月
十
六
日
付
け
に
は
、

○
警
部
長
、
警
察
署
長
お
よ
び

『
毎
日
』
七
月
九
日
付
け
に
は
、

『
毎
日
』
七
月
八
日
付
け
に
は
、

横
浜
港
二
於
テ
虎
列
刺
病
発
生
二
付
キ
東
京
横
浜
間
陸
路
左
ノ
個
所
へ
検
疫
所
ヲ
設
ケ
行
旅
人
ヲ
検
査
セ
シ
ム

新
橋
停
車
場
、
品
川
停
車
場
、
大
森
停
車
場
、
羽
根
田
村
、
荏
原
郡
大
井
村
、
羽
根
田
停
車
場

明
治
十
九
年
七
月
三
日
警
視
庁
総
監
三
嶋
通
庸
（
『
毎
日
』
七
月
四
日
）

○
共
同
診
療
所
を
区
内
四
ヵ
所
に
設
け
て
、
医
師
二
名
宛
詰
め
切
り
、
何
病
の
患
者
で
も
診
察
、
往
診
も
行
う
こ
と
。
費
用
は
義
損
金
に
よ

検
疫
所
昨
日

告
示
第
四
号

○
コ
レ
ラ
流
行
の
た
め
横
浜
港
各
小
学
校
は
七
月
六
日
よ
り
当
分
の
間
休
校

○
警
部
長
、
警
察
署
長
お
よ
び
衛
生
課
長
は
昼
夜
詰
め
切
り

一
昨
日
花
咲
町
瓦
斯
局
際
の
長
屋
に
コ
レ
ラ
病
者
十
二
人
あ
り
内
四
名
は
た
だ
ち
に
死
亡
し
、
他
は
避
病
院
に
入
れ
り
（
『
毎
日
」
七
月
二
日
）

恨
疫
所
昨
日
官
報
号
外
を
以
て
左
の
告
示
あ
り
た
り

マ

Q
C

（14） 14



内
務
省
告
示
に
よ
る
の
で
、
坐

は
四
、
一
七
九
名
に
達
し
た
。

明
治
二
十
年
以
後
も
『
一
し
’

た
。

合
計
六
三
名
、
死
者
区
内
二
六
名
、
郡
部
一
六
名
、
合
計
四
二
名
と
減
少
し
て
い
る
。

十
月
二
十
八
日
内
務
省
は
コ
レ
ラ
流
行
地
の
解
除
を
告
示
し
て
、
流
行
は
終
了
し
た
。
ち
な
み
に
流
行
地
の
指
定
を
受
け
た
の
が
八
月
七
日

内
務
省
告
示
に
よ
る
の
で
、
約
三
カ
月
の
流
行
期
間
で
あ
っ
た
。
明
治
十
九
年
の
神
奈
川
県
全
域
の
コ
レ
ラ
患
者
数
は
五
、
八
九
九
名
、
死
者

横
浜
市
西
区
に
あ
る
久
保
山
共
葬
墓
地
の
三
カ
所
に
官
修
墓
地
が
あ
り
、
戊
申
戦
争
と
西
南
戦
争
の
戦
死
者
の
一
部
が
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と

（
一
一
一
二
）

は
す
で
に
『
医
療
史
探
訪
』
に
書
い
て
お
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
同
じ
墓
地
の
三
カ
所
に
『
｜
レ
ラ
を
含
め
た
伝
染
病
死
者
の
墓
碑
と
供
養
碑
が

（
二
四
）
（
二
五
）

あ
る
こ
と
を
最
近
知
っ
た
の
で
会
報
と
一
一
ユ
ー
ス
に
投
稿
し
て
お
い
た
。

久
保
山
墓
地
は
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
開
設
さ
れ
、
現
在
横
浜
市
衛
生
局
の
管
理
下
に
あ
る
。

第
一
の
碑
は
十
区
に
あ
り
、
高
さ
一
八
○
セ
ン
チ
ほ
ど
の
三
角
形
の
自
然
石
に
「
悪
疫
横
死
諸
群
霊
墓
」
と
中
央
に
八
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
向
か
っ
て
右
側
に
は
四
行
の
漢
文
が
見
ら
れ
、
左
側
に
は
刻
字
者
名
が
あ
る
。

記
日
明
治
十
九
年
流
行
病
之
際
無
葬
者

残
骨
参
百
余
哀
不
忍
見
有
志
者
謀
久
保

山
埋
葬
明
治
廿
六
年
春
彼
岸
為
有
無
縁

於
大
光
院
営
施
餓
鬼
大
法
会
建
碑
云
々

横
浜
久
保
山
墓
地
の
コ
レ
ラ
供
養
碑

○
○
○
○

レ
ラ
の
発
生
が
見
ら
れ
、

明
治
二
十
三
年
は
か
な
り
の
患
者
数
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
鎮
静
化
の
方
向
に
向
か

／ィ戸､

《上｡ノ15



最
後
の
墓
は
動
物
慰
霊
碑
の
そ
の
す
ぐ
上
の
一
七
区
に
あ
る
。
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
の
四
角
い
墓
石
の
正
面
に
は
「
伝
染
病
死
者
の

墓
」
と
書
か
れ
、
左
面
に
は
「
自
明
治
廿
年
至
同
三
十
年
、
三
百
九
十
一
名
合
葬
‐
一
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
期
間
は
横
浜
で
も
、
「
｜
レ
ラ
、

赤
痢
、
天
然
痘
、
腸
チ
フ
ス
が
流
行
し
て
い
た
。
コ
レ
ラ
が
多
か
っ
た
の
は
明
治
二
十
三
年
と
二
十
八
年
で
あ
る
。
傍
ら
に
日
蓮
宗
妙
光
結
社

と
呈
痕
鮮
や
か
な
新
し
い
卒
塔
婆
が
建
っ
て
い
た
。
妙
光
結
社
を
い
ろ
い
ろ
当
た
っ
て
分
か
っ
た
事
だ
が
、
こ
れ
は
神
奈
川
区
中
丸
在
住
の
瀬

野
上
人
と
い
う
人
が
現
在
で
も
春
秋
の
毎
年
二
回
自
発
的
に
供
養
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
奇
特
な
人
だ
。

現
在
横
浜
市
衛
生
局
で
は
着
々
と
墓
地
の
整
備
を
し
て
い
る
。
し
か
し
整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、
無
縁
墓
地
は
処
分
さ
れ
る

公
算
が
強
い
。
西
区
の
久
保
山
墓
地
に
限
ら
ず
、
中
区
の
相
沢
墓
地
に
も
二
○
○
余
名
の
伝
染
病
死
亡
者
の
無
縁
墓
地
が
あ
る
と
聞
く
。
市
全

域
、
全
県
下
の
こ
れ
ら
の
墓
地
を
整
備
し
、
正
確
な
記
録
を
残
し
て
お
く
必
要
を
痛
感
す
る
。

れ
て
い
る
ｃ

横
浜
建
築
業
有
志
者

横
溝
豊
刻
字

す
な
わ
ち
、
明
治
十
九
年
コ
レ
ラ
な
ど
の
伝
染
病
で
死
亡
し
た
無
縁
者
の
残
骨
三
○
○
余
り
を
見
る
に
忍
び
ず
、
有
志
の
者
が
こ
こ
に
埋

葬
、
明
治
二
十
六
年
の
春
彼
岸
の
大
法
要
を
大
光
院
で
行
い
、
碑
を
建
て
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
私
は
早
速
南
区
伏
見
町
の
大
光
院
を
訪
ね
て

住
職
に
会
い
、
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
見
た
。
し
か
し
百
年
前
の
こ
と
で
寺
側
に
は
何
の
記
録
も
な
か
っ
た
。

第
二
の
墓
は
五
区
官
修
墓
地
の
す
ぐ
裏
手
に
あ
る
。
川
又
享
、
三
輪
承
真
、
横
塚
善
之
助
、
桜
井
虎
吉
、
石
田
小
遁
口
太
郎
ら
一
○
基
が
別

々
に
建
っ
て
い
る
。
大
部
分
が
明
治
十
九
年
七
月
虎
列
刺
殉
職
の
巡
査
の
墓
で
、
横
浜
警
察
署
や
同
僚
有
志
の
協
力
で
こ
れ
を
建
て
た
と
記
さ

こ
の
問
題
は
本
稿
と
は
直
接
関
係
は
な
‘
い
が
、
「
一
ツ
ホ
に
よ
る
コ
レ
ラ
菌
の
発
見
の
日
時
を
調
べ
て
ゑ
る
と
、
明
治
十
六
年
と
書
い
た
も
の

コ
レ
ラ
菌
の
発
見
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も
あ
れ
ぱ
、
十
七
年
と
書
い
た
文
献
も
あ
る
が
、
日
付
け
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
『
毎
日
新
聞
』
明
治
十
九
年
八
月
四
日
の
記
事
に
「
昨
年
独

逸
の
大
医
コ
ッ
ホ
氏
が
コ
レ
ラ
は
コ
ン
マ
《
ハ
チ
ル
ス
が
腸
中
に
あ
り
て
害
〃
を
な
す
も
の
と
の
こ
と
を
発
明
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
十
八
年

は
明
ら
か
に
間
違
い
だ
が
、
コ
ン
マ
菌
が
当
時
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

…
…
近
代
細
菌
学
の
登
場
の
前
に
は
、
ミ
ア
ス
マ
（
章
気
）
説
と
コ
ン
タ
ギ
オ
ン
（
接
触
伝
染
）
説
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
「
頑
迷
な
」
保
守
派

と
「
科
学
的
な
」
進
歩
派
と
の
学
説
が
執
勧
に
対
立
し
て
い
た
が
、
や
が
て
。
ハ
ス
ト
ゥ
ー
ル
、
コ
ツ
，
一
小
を
も
っ
て
代
表
さ
れ
る
優
れ
た
研
究
者

た
ち
に
よ
る
輝
か
し
い
病
原
体
発
見
が
次
々
と
続
い
た
結
果
・
…
：

こ
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
一
ツ
ホ
の
発
表
も
慎
重
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
八
三
（
明
治
土
ハ
）
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
コ
ッ
ホ
が
コ
レ
ラ
菌
を
発
見
し
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
一
八
八
三
年
六
月
頃
、
ェ

蟻
シ
プ
ト
で
コ
レ
ラ
の
流
行
が
始
ま
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
五
万
フ
ラ
ン
の
予
算
で
・
ハ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
門
人
ル
ー
と
チ
ュ
ー
ル
リ
ェ
ら
一
行
を

派
遣
、
ド
イ
ツ
は
少
し
遅
れ
て
八
月
九
日
コ
ッ
ホ
、
ガ
フ
キ
ー
ら
の
一
行
を
目
的
地
エ
ジ
。
フ
ト
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
へ
派
遣
し
た
。
両
国
と

も
コ
レ
ラ
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
九
月
中
旬
、
フ
ラ
ン
ス
班
の
チ
ュ
ー
ル
リ
エ
が
不
幸
コ
レ
ラ
に
罹
り

最
初
の
犠
牲
者
と
な
っ
た
。
ル
ー
と
コ
ッ
ホ
は
心
か
ら
の
哀
悼
を
捧
げ
た
。
フ
ラ
ン
ス
班
は
目
的
を
達
せ
ず
十
月
中
旬
故
国
へ
引
き
上
げ
た
。

コ
ッ
ホ
一
行
の
研
究
は
ニ
ジ
・
フ
ト
で
は
そ
の
原
因
究
明
に
も
う
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
が
、
最
後
の
結
論
に
は
達
し
な
か
っ
た
。

し
か
も
エ
ジ
・
フ
ト
で
は
コ
レ
ラ
流
行
が
鎮
静
化
し
、
牢
た
め
、
彼
ら
は
コ
レ
ラ
流
行
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
イ
ン
ド
へ
移
っ
た
。
一
行
が
カ
ル
カ
ッ
タ

へ
到
着
し
た
の
は
十
二
月
十
一
日
で
あ
っ
た
。
翌
々
日
の
十
三
日
か
ら
研
究
を
開
始
、
数
日
後
に
は
「
一
レ
ラ
菌
を
発
見
、
純
培
養
に
も
成
功
し

た
ら
し
い
。
翌
一
八
八
四
年
一
月
七
日
コ
ッ
ホ
が
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
ド
イ
ツ
政
府
へ
送
っ
た
第
五
回
報
告
書
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
初
め
て
コ
ン

マ
菌
が
コ
レ
ラ
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
一
八
八
四
年
七
月
二
十
六
日
ベ
ル
リ
ン
で
第
一
回
コ
レ
ラ
会
議
の
さ
い
、
コ
ッ
ホ
は

（
一
一
一
ハ
）

川
喜
田
に
よ
れ
ば
、

（
二
七
）

村
山
に
従
っ
て
筆
を
進
め
る
。

一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
か
《
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コ
レ
ラ
の
病
原
菌
発
見
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報
告
を
行
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
コ
ン
マ
菌
が
コ
レ
ラ
の
原
因
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
。
ヘ

ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
が
後
に
コ
レ
ラ
菌
を
服
用
、
別
状
な
か
っ
た
こ
と
は
有
名
な
｝
一
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

（
二
八
）
（
二
九
）

竹
田
、
藤
野
匡
よ
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
三
十
年
前
の
一
八
五
四
年
イ
タ
リ
ー
の
ゞ
ハ
シ
ニ
ー
は
「
一
レ
ラ
患
者
か
ら
コ
ン
マ
菌
を
発
見
、
コ
レ
ラ
の

原
因
と
し
た
が
、
「
一
ツ
ホ
は
こ
の
論
文
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。

症
状
が
重
く
死
亡
率
の
高
い
古
典
的
コ
レ
ラ
は
ア
ジ
ァ
コ
レ
ラ
と
呼
ば
れ
た
が
、
大
正
末
期
に
な
っ
て
エ
ル
ト
ー
ル
型
と
呼
ば
れ
る
コ
レ
ラ

が
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
、
時
に
は
日
本
へ
も
散
発
的
に
侵
入
す
る
コ
レ
ラ
は
エ
ル
ト
ー
ル
型
で
あ
る
。
後

者
は
症
状
も
軽
く
死
亡
率
も
低
い
。

明
治
十
年

明
治
十
二
年

明
治
十
四
年

明
治
二
十
二
年

明
治
二
十
四
年

明
治
三
十
年

明
治
三
十
三
年

明
治
三
十
八
年

大
正
十
一
年

大
正
十
二
年

そ
の
後
の
横
浜
伝
染
病
院
と
〈
イ
デ
ン

太
田
避
病
院
で
き
る

和
泉
町
避
病
院
に
移
る

神
奈
川
県
か
ら
横
浜
区
（
市
）
へ
無
償
払
下
げ

横
浜
に
市
制
が
し
か
れ
る

横
浜
市
避
病
院
規
則
（
当
病
院
は
十
全
付
属
）

横
浜
市
避
病
院
は
横
浜
市
伝
染
病
院
と
改
称

横
浜
市
万
治
病
院
と
改
称
ハ
イ
デ
ン
を
招
聰
（
監
督
と
し
て
八
月
十
六
日
）

ハ
イ
デ
ン
万
治
病
院
を
辞
任
（
一
月
七
日
）

万
治
病
院
南
吉
田
町
か
ら
滝
頭
に
移
転

九
月
一
日
関
東
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
が
負
傷
者
な
し
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ハ
イ
デ
ン
が
万
治
病
院
の
嘱
託
を
自
分
か
ら
辞
任
し
た
こ
と
は
「
横
浜
市
報
」
第
八
八
号
、
明
治
三
十
八
年
一
月
十
日
付
け
に
見
ら
れ
る
。

蒲
原
、
石
田
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ー
デ
ン
は
明
治
七
年
、
月
給
三
○
○
円
で
二
年
間
新
潟
病
院
に
雇
わ
れ
、
解
剖
、
生
理
等
を
担
当
し
た
。
新
潟

で
は
若
虫
の
研
究
な
ど
を
し
て
い
る
。
明
治
十
年
神
戸
病
院
に
勤
務
。
十
三
年
イ
ギ
リ
ス
人
喀
血
患
者
を
解
剖
。
十
五
年
一
時
帰
国
し
、
十
六

年
再
来
日
。
十
七
年
東
大
医
学
部
で
内
科
、
産
婦
人
科
を
担
当
。
こ
の
頃
中
央
衛
生
委
員
、
日
本
薬
局
方
委
員
を
拝
命
。
明
治
十
九
年
に
は
横

浜
居
留
地
七
三
番
に
あ
り
、
全
国
的
な
「
｜
レ
ラ
流
行
に
際
し
、
「
○
貝
〆
冒
。
皇
⑦
借
①
ｇ
ｏ
旨
百
四
〉
⑦
⑦
旨
閂
己
国
○
ｍ
凰
邑
忠
○
百
冨
昌
四
一
八

八
六
」
を
出
版
し
て
い
る
。
横
浜
一
般
病
院
勤
務
は
メ
ク
ル
院
長
時
代
で
あ
る
。
明
治
二
十
七
年
リ
ュ
ー
マ
チ
の
た
め
一
時
帰
国
。
三
度
来
日

し
て
万
治
病
院
に
勤
め
た
。

菫

奉

イー、
1口

二

昭
和
六
十
三
年
万
治
病
院
の
百
十
年
『
横
浜
疫
病
史
』
刊
行

万
治
病
院
の
歴
史
は
『
横
浜
疫
病
史
』
に
詳
し
い
。

ハ
イ
デ
ン
（
ヘ
ー
デ
ン
）
に
つ
い
て
は
最
近
ま
で
詳
細
な
履
歴
が
分
か
ら
ず
、
明
治
二
十
七
年
フ
ラ
ン
『
〈
へ
帰
り
帰
国
後
故
郷
で
没
し
た
と
記

さ
れ
、
そ
れ
が
定
説
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
横
浜
市
衛
生
局
森
本
豊
子
が
ワ
ン
ダ
ー
ハ
イ
デ
ン
と
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ヘ
ー
デ
ン
が
同
一
人
物

（
三
○
）
（
三
一
）
（
三
二
）

で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
持
ち
、
『
横
浜
貿
易
新
聞
』
を
読
ん
だ
こ
と
や
、
蒲
原
、
石
田
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
か
な
り
全
貌
が
判
明
し
て

き
た
。
「
本
誌
衛
生
事
務
ノ
顧
問
並
二
市
立
万
治
病
院
二
監
督
ヲ
嘱
託
ス
ル
タ
メ
和
蘭
国
人
ド
ク
ト
ル
ハ
イ
デ
ン
氏
ヲ
招
聰
シ
向
う
満
五
ヶ
年

二
契
約
ヲ
以
テ
手
当
ト
シ
テ
年
額
金
二
千
円
ヲ
支
給
ス
ル
件
市
会
ノ
決
讓
ヲ
経
タ
リ
明
治
三
十
三
年
八
月
十
六
日
横
浜
市
長
梅
田

明
治
期
コ
レ
ラ
が
流
行
す
る
た
び
に
、
住
民
は
非
常
な
不
安
に
襲
わ
れ
、
政
府
は
そ
の
対
策
に
腐
心
、
医
師
は
特
別
な
治
療
法
も
無
い
ま

ま
、
予
防
と
治
療
に
懸
命
の
努
力
を
し
た
。
上
水
道
や
下
水
道
が
整
備
さ
れ
始
め
ら
れ
た
の
は
明
治
二
十
年
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
人
糞
が
畑

コ
レ
ラ
一
摸
（
騒
動
ま
た
は
騒
擾
）
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二
、
コ
レ
ラ
予
防
の
た
め
の
魚
類
販
売
停
止

三
、
コ
レ
ラ
患
者
を
避
病
院
へ
送
る
こ
と

に
反
対
す
る
こ
と
で
、
流
行
を
機
会
に
不
満
が
爆
発
し
た
も
の
と
い
え
る
。

（
三
四
）

明
治
十
年
千
葉
県
鴨
川
で
起
き
た
沼
野
玄
昌
殺
害
事
件
は
も
っ
と
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
三
五
）

神
奈
川
の
『
一
レ
ラ
騒
動
事
件
は
一
「
毎
日
新
聞
』
に
見
ら
れ
る
。

「
神
奈
川
駅
の
人
民
凡
そ
四
五
十
名
程
同
所
警
察
署
雇
医
師
某
は
「
一
レ
ラ
病
を
増
殖
さ
せ
怖
る
べ
き
医
師
な
り
と
て
根
も
葉
も
な
き
こ
と
を

言
い
触
ら
し
某
の
住
宅
に
至
り
門
戸
を
破
り
火
石
を
投
じ
某
を
打
殺
す
べ
し
と
騒
ぎ
立
て
し
を
巡
査
が
聞
込
み
駆
け
つ
け
て
よ
う
や
く
取
鎮
め

暴
行
者
中
重
な
る
も
の
九
名
を
拘
引
せ
し
は
去
月
廿
五
日
の
こ
と
に
て
目
下
取
調
中
な
り
と
い
ふ
」

（
一
二
一
ハ
）

宗
田
に
よ
れ
ば
、
内
務
省
衛
生
局
顧
問
で
横
浜
司
薬
場
監
督
オ
ラ
ン
ダ
人
ヘ
ー
ル
ッ
は
コ
レ
ラ
対
策
に
も
っ
と
も
緊
要
な
こ
と
は
、
「
官
民

の
作
物
の
肥
料
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
時
代
で
あ
れ
ば
、
如
何
に
衛
生
思
想
が
低
か
っ
た
か
が
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
患
者
は
巡
査
に
強

制
さ
れ
て
避
病
院
に
送
ら
れ
て
も
そ
の
大
部
分
は
死
の
転
機
を
と
り
、
火
葬
場
が
大
混
雑
す
る
の
が
常
識
で
あ
っ
た
。
医
師
は
水
源
、
井
戸
、

便
所
な
ど
に
消
毒
薬
を
撒
布
、
あ
と
は
巡
査
に
協
力
す
る
く
ら
い
し
か
手
段
が
無
か
っ
た
。

こ
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
住
民
の
政
府
不
信
、
医
師
不
信
は
そ
の
極
限
に
達
し
、
明
治
十
、
十
二
、
十
五
、
十
九
年
に
は
コ
レ
ラ
一
撲

が
日
本
の
あ
ち
こ
ち
で
発
生
し
た
。
数
十
人
な
い
し
数
百
人
の
大
衆
が
集
ま
り
、
詰
所
の
巡
査
に
暴
行
を
加
え
た
り
、
コ
レ
ラ
患
者
を
避
病
院

へ
送
る
警
官
に
反
対
し
た
り
、
金
持
ち
の
家
に
乗
り
込
ん
で
炊
き
出
し
を
要
求
し
た
り
、
竹
槍
や
こ
ん
棒
、
斧
な
ど
で
医
師
や
吏
員
を
威
嚇
す

る
な
ど
、
権
威
に
対
す
る
不
信
と
反
感
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
大
衆
の
愚
昧
さ
の
た
め
、
医
師
が
井
戸
に
毒
物
を
撒
い
た
り
、
避
病
院
で
は
患
者

の
生
肝
が
採
ら
れ
転
売
さ
れ
る
な
ど
の
荒
唐
無
稽
な
噂
が
信
じ
ら
れ
た
。

（
一
二
一
二
）

明
治
十
二
年
新
潟
で
発
生
し
た
暴
動
の
原
因
は
、
立
川
に
よ
れ
ば
、

一
、
米
価
の
高
騰
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現
在
で
は
想
像
も
で
き
な
い
コ
レ
ラ
流
行
に
、
過
去
の
人
々
は
振
り
回
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
コ
レ
ラ
を
始
め
種
々
の
伝
染
病
の
教
訓
が

生
か
さ
れ
、
現
在
の
生
活
環
境
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

の
協
力
」
に
あ
り
、
粗
暴
な
官
憲
の
威
力
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
人
民
に
良
く
条
理
を
理
解
さ
せ
、
人
民
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
最
も
必
要

だ
と
内
務
卿
に
提
出
し
た
意
見
書
で
述
べ
て
い
る
。

三急三三二言免只名実三s三二二文
… …画画曹シン ン ン ー ン ン 画 営

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
五
土

『
日
本
コ
レ
ラ
史
』
二
八
頁
。

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
二
○
四
両

同
右
、
二
○
四
三
号
、
一
八

『
医
制
百
年
史
』
資
料
編
、
一

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
云

『
横
浜
疫
病
史
』
万
治
病
院
（

献
宗
田
一
『
臨
床
科
学
』
二
五
巻
一
二
号
、
一
九
八
九
、
一
六
七
七
頁
、
コ
レ
ラ
。

『
藤
沢
医
史
』
一
九
八
四
、
三
九
頁
、
藤
沢
市
医
師
会
。

『
郷
士
よ
こ
ば
ま
」
四
巻
六
号
、
四
三
頁
、
「
金
川
日
記
」
一
九
六
○
、
横
浜
市
図
書
館
郷
土
史
料
室
。

酒
井
シ
ヅ
『
日
本
の
医
療
史
』
一
九
八
二
、
三
八
五
頁
、
図
書
印
刷
株
式
会
社
。

山
本
俊
一
『
日
本
コ
レ
ラ
史
』
一
九
八
二
、
一
九
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
。

『
武
江
年
表
』
二
巻
、
一
九
七
○
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
。

聖
色
色
算
国
鳥
侭
①
言
．
ロ
．
ｚ
ｏ
討
晩
○
口
号
①
ロ
房
３
ｍ
①
め
少
電
①
昌
凋
両
員
且
〕
２
口
詞
①
的
匙
呂
蕨
冒
曽
冨
旨
〉
里
菖
己
吾
昌
〕

『
医
制
百
年
史
』
資
料
編
、
一
九
七
六
、
五
四
五
頁
、
厚
生
省
医
務
局
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
一
五
巻
二
号
、
一
九
六
九
、
六
四
頁
、
杉
田
暉
道
「
公
衆
衛
生
よ
り
見
た
横
浜
医
学
史
」
。

』
二
○
四
四
号
、
一
八
七
七
・
九
・
一
九
。

’
一
号
、
一
八
七
七
・
九
・
一
八
。

資
料
編
、
二
三
九
頁
、
『
日
本
コ
レ
ラ
史
』
八
六
五
頁
。

誌
』
三
三
巻
二
号
、
一
九
八
七
、
一
二
一
頁
、
荒
井
保
男

万
治
病
院
の
百
十
年
、
一
九
八
八
、
横
浜
市
衛
生
局
。

「
米
医
，
．
Ｂ
・
シ
エ
」
ソ
ズ
｜
・

一
八
七
八
。
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（
茜
）
『
神
奈
川
県
医
師
会
報
』
一
九
八
七
・
十
月
号
、
八
○
頁
、
大
滝
「
神
奈
川
医
学
史
散
歩
」
。

（
三
）
『
日
本
医
師
会
一
一
ユ
ー
ス
』
一
九
九
一
・
三
・
五
、
大
滝
「
医
界
風
土
記
」
四
三
三
。

（
こ
く
）
川
喜
田
愛
郎
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
」
下
、
一
九
七
七
、
一
○
二
頁
、
岩
波
書
店
。

（
毛
）
村
山
達
三
『
日
本
医
事
新
報
』
一
九
○
九
～
一
九
二
、
コ
ー
レ
ラ
談
義
」
、
一
九
六
○
。

（
一
六
）
竹
田
美
文
、
旨
＆
言
匙
目
昌
言
目
⑦
、
一
九
八
六
・
五
・
八
。

（
一
元
）
藤
野
恒
三
郎
、
昌
①
島
ｏ
巴
月
旦
盲
目
①
、
一
九
八
八
・
十
二
・
八
。

（
三
）
『
横
浜
貿
易
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
二
日
。

（
二
）
蒲
原
宏
『
医
学
近
代
化
と
来
日
外
国
人
』
一
九
八
八
、
三
六
頁
、
世
界
保
健
通
信
社
。

（
三
）
石
田
純
郎
『
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
医
』
三
二
頁
、
三
省
堂
選
書
。

（
三
）
立
川
昭
二
『
明
治
医
事
往
来
』
一
九
八
六
、
六
八
頁
、
新
潮
社
。

（
一
茜
）
立
川
昭
二
『
明
治
医
事
往
来
』
六
○
頁
ほ
か
。

（
三
）
『
毎
日
新
聞
』
一
八
八
六
・
八
・
一
お
よ
び
一
八
八
六
・
八
・
四
。

（
美
）
宗
田
一
『
日
本
医
療
文
化
史
』
一
九
八
九
、
四
一
六
頁
、
思
文
閻
出
版
。

（
一
三
）
『
関
口
日
記
』
二
一
巻
、

（
一
三
）
『
医
療
史
探
訪
』
七
○
頁
。

（
’
一
ｅ
大
滝
紀
雄
、
か
な
が
わ
の
『
医
療
史
探
訪
』
一
九
八
三
、
一
○
一
～
一
四
二
頁
、
秋
山
壹
房
。

（
二
）
『
関
口
日
記
』
二
○
巻
、
一
九
八
二
、
三
七
三
、
三
八
八
、
三
九
二
、
四
○
○
頁
、
横
浜
史
文
化
財
研
究
調
査
会
。

三
一
）
『
関
口
日
記
１
三
二
巻
、
一
九
八
三
、
三
二
五
、
三
二
六
、
三
二
七
、
三
三
三
頁
。

（
穴
）
中
野
操
『
錦
絵
医
学
民
族

（
元
）
『
日
本
「
一
レ
ラ
史
』
六
四
頁
。

全
く
）
『
検
疫
制
度
一
○
○
周
年
記
念
史
』
一
九
七
九
諺
五
九
頁
日
本
検
疫
衛
生
協
会
。

（
毛
）
『
日
本
コ
レ
ラ
史
』
四
七
、
四
八
頁
。

（
穴
）
中
野
操
『
錦
絵
医
学
民
族
志
』
一
九
八
○
、
六
九
頁
、
金
原
出
版
株
式
会
社
。

（
横
浜
市
西
区
）
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CholeraEpidemicsinKanagawa

bvToshioOTAKI

Inl822cholera6rstarrivedinJapan,butitdidnotreachEdo,whichistheoldnameof

Tokyo,norKanagawa,aprefecturelocatednexttoTokyo.Duringasecondepidemicinl858,

30,000orsoJ(1panesediedandKanagawahadaheavytoil.｣CholeraragedinJapaninl877,1879,

1882,1886,1890,1891andl895.Inl877,anAmericandoctornamedD.B・Simmonswasworkingat

JnzenHospital(theprevioushospitalofYokohamaMedicalCollege)intheNogeareain#Yoko-

hama,Kanagawa.Hean(1histeamtriedtocurecholerapatientsbydisinfectingthepatientsand

theirwasteswithcarbolicacidorphenol・Theyknewthatisolatingthepatientswasagoodway

topreventtheepidemic.

AstherewasnohospitalforinfectiousdiseasesinKa,,agawa,theyhurriedlybuiltasmall

temporaryhospitalnearJ[izenHospitalandnameditOtalsolationHospital,wherecholerapatients
weresentandtreated.

Inl879aspeoplesufferedagainfromanepidemic,OtaHospitalwasreplacedbylzumicho

IsolationHospital,whichbecameahospitalforinfectiousdiseasestwodecadeslaterinl900and

wascalledYokohamaManjiHospital.Manjimeanstocureall.WilhermusHubertusvander

Heyden,aDutchdoctor,workedforthishospital.

ThefirstregulationofcholerapreventioninJapanwasissuedbytheBureauofHealthofthe

MinistryoflnternalAHairSinl879.

、
３
Ｊ
ノ

〆
ｄ
ｏ
」

の
函



Quarantinewasstartedinthe･sameyear.ThefirststationknownasNagauraDisinfection

StationwasestablishedinYokosuka,Kanagawa・FromJulyl879alltheboatscomingfrom

cholera-infectedareasandenteringTokyoBay,hadtogothroughtheinspection,Iftherewasany

signofthedisease,anorderwasgivenfortheboattobecheckedanddisinfectedatNagaura

Station.Inl895thestationmovedtoNagahama,asoutherntownofYokohama.

Aboutfourhundredpeoplewhohaddiedintheepidemicduringl886andl897wereburied

inKuboyamaCemeteryinYokohama.

Therewasalotofmisunderstandinginthosedaysbecausepeopleingeneralstilldidn'tknow

thecauseoraneHectivecureforthedisease;thecholerabacteria(KommabacillusorVivriocomma)

wasdiscoveredbyRobertKochinl883,Hygienicconditionswerealsoverypooratthattime.

NowadaystheoldAsiaticcholeraisextinct.Wefindaslightincidenceofcasesofinfection

onceinawhileamongthosewhocomebackfromSoutheastAsia.

守
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、
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